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1. はじめに 

 浄水汚泥は水道事業における浄水過程で発生する産

業廃棄物である。浄水汚泥はグランド用土、セメント

原料、埋め立て等に有効活用されてきたが、最近では

路床材としての利用についても詳細な検討が行われて

いる 1)。 

本研究では、九州・山口における浄水汚泥脱水ケー

キ（以下、浄水汚泥）の利用の現状を把握するために

アンケート調査を実施し、結果を分析した。その結果

よりいくつかの浄水場より浄水汚泥を採取し、物理特

性、特に粒度分布に着目をした検討を行った。 

2. 浄水汚泥の有効利用に関する現状 

 九州・山口の浄水場管理者 127 箇所に浄水汚泥の有

効利用に関するアンケート調査を行い、107 箇所より

回答を得た。質問の内容は、Q1.脱水前の処理方法、

Q2.浄水汚泥の処理方法、Q3.有効利用の割合、Q4.有

効利用の用途、Q5.有効利用における問題点、Q6.有効

利用の拡大に向けて、今後どのようなシステムが必要

か、Q7.その他である。 

Q1～Q4の結果を図—1に示す。脱水前の処理方法（Q1）

については、約 5 割の浄水場では高分子凝集方法であ

った。浄水汚泥の処理方法（Q2）については、約７割

が天日乾燥処理を行っており、加圧脱水処理を併用し

ている施設を含めると約 9 割の浄水場が天日乾燥処理

を行っているのがわかる。有効利用の割合（Q3）につ

いては、約 5 割の施設から 80％以上有効利用している

との回答があった。Q4 によると有効利用の用途としてセメント原料や埋め立て処分等が挙げられた。九州・

山口では処分地や農地が十分にあり、北部九州ではセメント工場が多いことからこのような結果が得られたも

のだと考えられる。しかし、セメント原料とした場合には排出者側が費用を負担することになり、有効利用と

は言い難い面もある。有効利用の問題点（Q5）については、「含水比の管理が難しい」、「薬品成分が残留して

いる」等の意見が多かった。有効利用の拡大（Q6）やその他（Q7）については、付加価値を高める他分野へ

の有効利用研究の推進や地方の各小規模自治体が活用しやすいシステムの構築が必要等の意見があった。これ

らの意見は、建設汚泥の有効利用拡大に対する意見と同様のものである。地下水を水源としているため浄水汚

泥が発生しないという回答が 20 箇所より得られた。 

3. 実験試料の特徴 

 アンケートの結果より 8 か所の浄水場を選定し、そのうち写真－1、表－1 に示す 5 か所より試料を提供い

ただいた。KI、KH、KA は同一市内の浄水場より発生した浄水汚泥である。浄水汚泥は本来水道原水内に混 

図－1 アンケート Q1～4 の回答 

   
KK 浄水汚泥    FT 浄水汚泥   KA 浄水汚泥 

  
KI 浄水汚泥   KH 浄水汚泥 

写真－1 浄水汚泥の外観（容器の直径 70ｍｍ） 



在する浮遊物であるから粒度はシルト～粘土である

はずである。しかし、薬品による凝集とその後の強制

脱水過程を経ることで、強く団粒化した扁平な砂礫状

を示していることが多い。KK 浄水汚泥は浄水場内で

破砕処理を行っており、比較的通常の土砂に近い形状

を示している一方で、KH 汚泥は長時間型脱水で厚さ

20mm 程度の大きなブロックである。 

JIS A 1204（以下、JIS 法）に基づいた粒度試験に

よると図—5 に示すように細粒分が多く、砂、シルト

に分類されることがわかる。 

4. みかけの粒度 

JIS 法によって求めた粒度を「真の粒度」とした場

合、実際に利用するときの粒度は十分に分散されてい

ない団粒状態の「見かけの粒度」といえる。地盤材料

としての特性を評価するためには見かけの粒度が重

要であると考え、散水式振動ふるいを用いた粒度試験

（以下、散水法）を行った。散水式振動ふるいは、湿

潤試料を用い積み重ねたふるい（19ｍｍ～0.075mm）

の最上部から水を噴霧させ、振動と水の流れによって

ふるいわけを行う装置である。0.075mm 以下の粒子

は下部の排出口から水と一緒に排出されるため、大き

な容器に貯め、沈降濃縮させたものを用いて沈降分析

を行った。

 JIS法と散水法による粒径加積曲線を図—5に示す。

散水法による粒度は JIS 法の粒度に比べ、大幅に粗

粒分が多くなっていることがわかる。その差異を示し

たものが図—6 である。粒径変化量とは、ある通過質

量百分率における JIS 法による粒径と散水法による

粒径の差である。KK 脱水ケーキはもともと破砕されているので粒径変化量が小さいが、そのほかの脱水ケー

キは通過質量百分率が小さくなるにつれて、粒径変化量が小さくなっているもののその程度は異なっている。 

5. まとめ 

今回採取した浄水汚泥は JIS A 1204 で粒度試験を行うとすべて 2mm 以下の粒径を示したが、散水式振動

ふるいで粒度試験を行った結果、粒径が広い範囲にわたって分布し、締固め特性に良い土であることがわかっ

た。浄水汚泥は締固めることにより団粒構造は破壊されるが、詳細は別報 2)で述べる。ただし、長時間型脱水

の KH 浄水汚泥は自然状態では含水比が非常に高いうえ、土塊が大きいため地盤材料としては扱いにくいの

が問題である。 
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表－1 浄水汚泥の特徴 

図－5  粒径加積曲線の比較 

 図－6 ある通過質量百分率における粒径変化量 

有効利用の用途

強熱減量　Li　％

ｐH

KA浄水汚泥FT浄水汚泥 KK浄水汚泥 KI浄水汚泥 KH浄水汚泥

22.1 22.9

2.362

自然含水比ｗ　％ 108.2 124.0 106.0 176 171.3

土粒子の密度ρｓ　ｇ/ｃｍ3 2.145 2.099 2.403 1.755

塑性指数　IP　％
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